
尼 崎 ユース コ ン ソ ーシ ア ム

Amagasaki Youth Consortium.尼崎市立ユース交流センターは、青少年一人ひとりが
成⾧ と自己実現ができる居場所を目指しています。

第１ 回尼崎市ユース ワ ーク 推進部会

～令和５ 年度の取り 組み及び令和６ 年度の運営について～
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尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み
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年度 2019 202 0 2021 2022 20 23 2 02 4

利用者数 16, 519 21, 758 27, 341 34, 075 41, 024 21, 840



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度 2419 3386 3320 3083 4063 248

2020年度 70 28 1304 2814 2313 2159 2728 2435 2448 1563 2217 1679

2021年度 1267 1140 2008 2972 2784 2364 3042 2630 2718 2125 2220 2071

2022年度 1914 2491 2762 3223 3164 2543 3547 3022 2828 2911 3267 2403

2023年度 1825 2476 3001 3904 4313 3620 4189 3809 3427 3411 3803 3246

2024年度 2848 3632 3812 4131 3890 3527
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尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

青少年の居場所づく り 事業4

１ ． 青少年の居場所づく り 事業

◆定例イ ベント が定着化し ていく 中で、 利用者から やり たいこ と を 聞いてイ ベント を実施し ていった。 運動系

や音楽系のイ ベント のニーズが高い。

◆ユース 交流センタ ー以外でも 、 居場所の重要性を伝える べく 、 地域のイ ベント などにス タ ッ フ が参加する な

ど も 実施し た。

様々なニーズに応えていく ために、 オープンラ ウ ンジにゲームコ ーナーやPCタ ブレッ ト の設置、 電子ド ラ ムなど
の音楽スペース の設置を行った。 また、 様々なイ ベント を実施し 、 ス タ ッ フや中高生世代同士での交流を図れる
よ う 工夫を行った。 意見回収箱の設置ややり たいこ と リ ス ト などを行い、 利用者の声を拾い上げる 工夫をし た。

実施月 主なイ ベント イ ベン ト 数 参加人数

4月
ミ ニバレ ーボール
好き な物プレゼン

10本 111人

5月
ボール遊び
LGBTQイ ベント

8本 60人

6月
Sports day
アコ ース ティ ッ ク

10本 97人

7月
本気で色塗り
花火

11本 145人

8月
バス ケ大会
UVレジン

11本 97人

9月
イ ラ スト ルーム
お花見

11本 86人

上半期
合計

- 72 本 5 9 6 人

実施月 主なイ ベント イ ベント 数 参加人数

10月
ミ ニ運動会
ボード ゲーム

12本 178人

11月
スタ ディ イ ベント
Sports day

11本 92人

12月
イ ラ ス ト ルーム
大掃除

10本 132人

1月
書初め
アマゾンに行こ う

12本 161人

2月
バレ ンタ イ ン
ヒ ス 構文

11本 103人

3月
LGBTQイ ベント
卒業パーティ ー

12本 217人

下半期
合計

- 6 8本 8 83 人



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

ユース ワ ーク 推進事業5

１ ． ユース ワ ーカー研修事業

◆ユース ワ ーカーの養成研修は遠方での参加も 考慮し 、 2日間の連続開催に戻し て実施し た。 一方で各地区での

研修会も 実施し 、 ２ 年目と なり 、 ユース ワ ーク や若者の居場所について知っても ら う 機会を設けた。 ユース

カウ ンシル事業も 8月に市役所職員向けにプレ ゼンを行った。 今後も 引き 続き 若者が社会に対し て声を上げて

いく 活動を増やし ていき たい。

地域においてユースワ ーク の視点で青少年への支援を行う ユース ワ ーカーを養成する 実践的な講座を実施
し た。 実施については、 全国ユースワ ーカー協議会をお招き し 、 2月17日（ 土） /2月18日（ 日） の日程で
開催し た。 17名の参加者が受講し た。 ま た、 各地域課と 連携し て全地区でも 開催し た。 （ 大庄: 11月14日
9名、 武庫地区: 12月13日5名、 中央地区: 9月16日11名、 立花地区: 7月22日8名、 小田地区: 9月3日8
名、 園田地区: 10月29日12名）

２ ． ユース カウ ンシル事業＆その他

若者の声を市の施策に反映する こ と を目的と し たユース カウ ンシル事業を行い8月に市⾧ ・ 副市⾧ 等への発
表を行った。 様々な課題解決を目的と し たプロ ジェ ク ト も 実施し ている 。 次期の募集も 実施し た。 （ 19名参
加） セク シャ リ ティ 教育等を含めたユース ワ ーク の推進にも 取り 組んだ
【 テーマ例】 ・ ヤングケアラ ー支援 ・ 奨学金制度 ・ 不登校支援

< 感想>
・ ユースワ ーク で必要になる スキルや考え方
が日常生活においても 大き く 役立つこ と があ
る 物ばかり で、 今後の自分の表現においても
活用的だなと 思いま し た。
・ ユースワ ーク と いう 仕事の奥深さ にと ても
ワ ク ワ ク し ま し た。
・ ユースワ ーク は、 若者に寄り 添い、 若者と
共に作り 上げていく も の。 正解は無いこ と も
多いが共に成⾧ し たり 、 気づいたり でき る 。
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青少年によ る イ ベント 企画事業6

１ ． 青少年によ る イ ベント 企画事業

青少年で構成する 実行委員会を組織し 、 ユース センタ ー全体に関する 運営に取
り 組んだ。 （ 運営メ ンバー6名） 中高生の「 やり たいをやろう 」 と いう キャ
ッ チコ ピーのも と 、 一人ひと り の自己実現に向けた取り 組みを実施し た。

◆ユース 交流センタ ーの運営を担う 、 ユース 実

行委員会の活動を行っ た。 （ 6名参加） イ ベ

ント と 広報と 居場所の3チームに分けて、 役

割を設定し 、 運営を実施し た。

◆中高生が「 やり たい」 と 思う も のをプロ ジェ

ク ト にし 、 イ ベント 企画を行った。 全部で8

つのプロ ジェ ク ト が生まれ、 「 やり たいをや

ろう 」 と いう キャ ッ チコ ピ ーをも と に、 自己

実現と 交流をテーマに企画を行った。

プロ ジェ ク ト 内容

新カード バト ル大会 中高生の利用者から 自身が作っ たカード ゲームの大会を開催し たいと の声から 実行委
員会を立ち上げ、 準備から 当日運営までを実施し た。 （ 4月6日11名参加）

トークイベント 「人との関わり、ジェンダー」を軸に、みんなの価値観や人との関わり方について意見
交換するイベントを実施した。（ 7月22日6名参加）

Liveイ ベント
音楽ス タ ジオを利用し ている 大学生の利用者から 音楽ラ イ ブの提案を受け、 一緒に企
画し 、 実施し た。 （ 7月28日38名参加）

芋人ラ イ ブ
焼き 芋を食べながら ラ イ ブをし たいと イ ベント の発案があっ た。 ホッ ト プレ ート を用
いて焼き 芋を つく り 、 自由に歌を歌う イ ベント を実施し た。 （ 11月28日8名参加）

ユースカラオケ大会 頻繁に利用する中学生グループ企画で、みんなでカラオケをしながら交流するイベン
トを実施した。（ 12月28日34名参加）

ユーススマブラ大会 頻繁に利用する中学生グループ企画で、みんなでE-sportsをしながら交流するイベン
トを実施した。（ 1月28日30名参加）

ユース親睦会 高校生からの企画で、卒業を前にもう一度交流を目的としたイベントを実施した。
（ 2月15日9名参加）

ワンワントークショー 高校生が企画して、保護犬に関する啓発を目的としたイベントを実施した。
（ 3月3日98名参加）
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青少年向け体験型事業7

１ ． 青少年向け体験型事業
青少年に向けて、 テーマの講座や催し 等を実施し た。

◆利用者の声を聴き ながら 、 2種類の講座を開

催し た。 昨年度から 実施し ている ギタ ー講座

は定着し いてき ており 、 勉強のニーズに合わ

せて学習相談講座も 実施し た。

◆次年度は講座のやり 方や開催期間など にも 考

慮し 、 多種多様な取り 組みを開催し 、 一人ひ

と り に合わせた体験を 深める 取り 組みを実施

し ていき たい。

講座名 開催月 開催数 参加人数（ 合計）

ギタ ー講座 4月～3月 24回 52人

学習相談タ イ ム 1月～3月 3回 20人



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

青少年の交流を促進する 大規模イ ベント8

１ ． A You th  Fe s こ こ で創る 、 こ こ で残す、 １ つのアルバム

◆今年度は7月から 実行委員会を立ち上げ、 メ ンバーを募集し 、 内容等を１ から 一緒に考えて実施し た。

◆中高生が主体と なって活動をし てく れたが、 実行委員会に入る にはハード ルが高く 、 何かやってみたいと いう

層も 存在し ており 、 来年度は様々な声を 拾い、 実現でき る 体制を考えていき たい。

青少年の交流を目的と し て、 9月17日にプラ ザ全体で大規
模のお祭り を開催し た。 今年は文化祭の時期と ずら し て9月
開催と し た。
内容は中高生が起案し 、 総勢278名の参加があった。

【 内容】
・ 音楽発表会
・ サバゲ―
・ 芸術展
・ カフ ェ
・ 屋台 など



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

ユース 交流センタ ーサテラ イ ト 事業9

◆今年度は6地区でイ ベント や居場所の運営を行った。 青少年の居場所を身近に創る こ と を目的に、 地域課と 一

緒に取り 組んだ。 小田地区や立花地区では、 施設内に青少年向けの常設の場所を設置し てく れた。 今後も 地

域内でユース ワ ーク の視点を広め、 地域ごと に研修などを実施し ていき たい。

◆利用者と し ては、 ユース交流センタ ーに来ていない層が参加し ており 、 後日センタ ーに来てく れる こ と や、

センタ ーに来ている 利用者がサテラ イ ト の居場所に通う などの機会が増えてき ており 、 身近に居場所がある

こ と の効果が出てき ている 。

地域の公共施設の貸館などを活用し 、 ユース交流センタ ーのプロ グラ ムに参加でき ない層に対し て、 イ ベント など を実施し た。

１ ． ユース 交流センタ ーサテラ イ ト 事業

地区名 主なイ ベント 開催月 実施数 参加人数（ 合計）

武庫地区
武庫地域課と 連携し て武庫之荘総合高校での放課後カ
フェ を実施し た。 （ 探究居場所カフ ェ ）

4月～3月 9回 861人

小田地区
小田地域課と 連携し て居場所運営と 様々なイ ベント を実
施し た（ ヨ ガ体験/流し そう めん/アウ ト ド ア）

4月～3月 12回 571人

園田地区
ポノ ポノ プレ イ ス と 連携し て双星高校での居場所カフェ
を実施し た。

4月～3月 18回 1,312人

立花地区
立花地域課と 連携し て居場所運営と イ ベント を実施し た。
（ メ イ ク /カフェ /ク リ ス マス）

4月～3月 6回 68人

中央地区
中央地域課と 連携し て小学生の居場所運営を行った。
（ ボード ゲーム/体育館で遊ぼう /ク リ ス マス 工作）

4月～3月 7回 144人

大庄地区 大庄地域課と 連携し てイ ベント 企画立案を実施し た。 4月～3月 12回 55人
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１ ． 情報収集・ 発信事業

◆今年度は利用者の意見も あり Instag ram に力をいれて

広報を実施し た。 イ ベント 内容や施設情報など を週3

～5日程度で発信を行い、 登録者数を少し ずつ増やし

ていった。 今後も 定期的に発信を行いつつ、 利用者同

士で紹介し ても ら える よ う に工夫し ながら 広報を実施

し ていき たい。

◆ま た発信内容については、 利用し ている 高校生にも 意

見を 求め、 新規利用者獲得に向けて取り 組んだ。

利用促進や情報公開と し てホームページを開設する だけでなく 、 中高生世代が多く 利用し ている SNSを作成し 、 定期的に情報発信を行っ た。 ま た、
チラ シやパンフレ ッ ト を作成し 、 市内の公共施設等に配布を行い、 利用促進を行った。

○SNS 登録状況

年度 X（ 旧Tw itte r） イ ン ス タ グラ ム Fa ce b oo k LI N E＠

2019年度 274フォ ロ ワ ー 152フォ ロ ワ ー
183フォ ロ ワ ー
（ 169いいね）

227（ 友達）

2020年度 408フォ ロ ワ ー 284フォ ロ ワ ー
298フォ ロ ワ ー
（ 253いいね）

447（ 友達）

2021年度 534フォ ロ ワ ー 519フォ ロ ワ ー
473フォ ロ ワ ー
（ 410いいね）

520（ 友達）

2022年度 650フォ ロ ワ ー 720フォ ロ ワ ー
598フォ ロ ワ ー
（ 516いいね）

624（ 友達）

2023年度 801フォ ロ ワ ー 972フォ ロ ワ ー
726フォ ロ ワ ー
（ 605いいね）

699（ 友達）

※HPを 閲覧する 前に見ていたページのURL（ リ ファ ラ ） は、 「 検索エ
ンジン（ Goog leやヤフー等） 」  「 尼崎市のHP」  「 イ ンス タ グラ ム」  
「 Tw itter」 「 Fa cebook」 の順なっており 、 上記のSNSの広報や尼崎市
と 連携し た広報が実施でき ている と 考える 。
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１ ． 利用者アンケート

2023年12月1 日～28日の期間でアンケート を 実施し た。 アン ケート については、 以下の利用者に受付にて用紙の配布を 行い、
協力を お願いし た。
・ あま ぽーと 利用者 ・ アマブラ リ 図書コ ーナー利用者 ・ アマブラ リ 学習室利用者 ・ 貸し 会議室等利用者
合計398名の回答を 得た。 （ 昨年度419名）

詳細については別紙「 アンケート 結果報告書」 を参照。

◆アマブラ リ の机と いすの増加や外で遊んでいる 利用者の声についての要望かあった。 ま た、 ゲームやビリ ヤード

など の修繕や種類を 増やし てほし いと いう 声も 出てき ており 、 利用者の声を聴き ながら 改善し ていき たい。

◆依然と し て、 利用者は園田地区の利用者が多く 、 友人の紹介で来所する こ と が多い。 こ のよ う な状況を踏ま えつ

つ、 各地区での取り 組みを強化し ていき たい。

利用者の声

２ 階の机と イ ス を も う 少し 増やし てほし いです。

外の子供たちの声が大き く て、 自習室ま で聞こ えている 。

学習室の横の休憩ス ペース のイ ス と 机を 増やし てほし い

ス ケボーの音がう る さ い

１ 人になれる 、 端っ こ のよ う な場所がほし い

利用者の声

学習机の端っ 子の所が(かど ) がめく れている ので、 カバーを
つけてほし いです

sw itchのゲーム 追加（ ス カイ ゲーム ・ ぷよ てと ２ など ）

ビ リ ヤード の台を 直し てほし い

受付には誰かがいた方がいいと 思う

赤: すぐ に改善する 内容
青: 今後改善を 検討し たい内容
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１ ． 達成目標

目標
実績

※カッ コ 昨年実績
課題や今後の方向性

来館者数 84 ,000人
78,472人

（ 70 ,125人）

7万5千人を突破し たが、 目標も 達成す
る こ と ができ なかった。 今後は利用者の
数を増やすだけでなく 、 利用者の満足度
が落ちないよ う にも 気を付けていき たい。

青少年の
来館者数

70.0％
中高生の利用

63 .0％
（ 66 .1％）

小学生や大学生の利用も 増えてき ており 、
目標を達成する こ と は出来なかった。

青少年グループ
登録数

92団体
70団体

（ 76団体）
全体的な利用団体数は減少傾向にある 。
再度周知等は積極的にし ていき たい。

施設利用率 62.9％
49 .24％

（ 52 .43％）

利用団体が減少し たこ と も あり 、 利用率
自体も 減少傾向にあった。 青少年以外の
市民にも 広く 親し ま れる 施設を目指し た
い。

青少年で構成さ れる 実行
委員会数

15名
6名

（ 11名）

今年度は広報や居場所、 イ ベント など役
割を決めて運営を行った。 他の利用者へ
の巻き 込みに課題も あり 運営の仕方など
も 再度検討し ていき たい。

市内学校
と の連携

小学校41校
中学校17校
高校13校
と の連携

高校を 中心に
利用案内など を 実施

高校訪問などを実施し 、 SSWや行政機
関含め連携が出来つつある 。 今後は近隣
の中学校などにも 積極的にアプロ ーチし
ていき たい。



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

サテラ イ ト 事業

ユース 交流センタ ーサテラ イ ト 事業

1 3

「 身近にユース センタ ーがある 生活」 を目指し 、 若者の活動拠点の整備
を尼崎市地域課職員およ び地域団体の方と 一緒に実施し た。

ユース 交流センタ ー

園田地区: 双星高校での居場所カフ ェ

立花地区: たちばなユース ス ペース の運営サポート

武庫市区: 武庫之荘総合高校での居場所カフェ

小田地区: ODAイ ベント

中央地区: たけやキッ ズパーク

大庄地区: 大庄ユース ス ペース

【 令和６ 年度の運営について】



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

ユース カウ ンシル事業1 4 【 令和６ 年度の運営について】

若者がやり たいこ と をま ちで実施

若者が自分たちでやり たいこ と を実現し ており 、

メ ディ ア等に紹介さ れる ケース も 増えてき ている 。

今年度はデンマーク の政治活動リ ーダーと 意見交換

する など の機会も 設けている 。

【 視察対応】
・ こ ども 家庭庁 ・ 奈良県三宅町
・ 愛知県豊橋市 ・ 奈良県川西町
・ 埼玉県 など

【 今年度の提案内容】
・ メ イ ク をつかった困難を抱えたこ ども たちの支援
・ 精神疾患をサポート する 人のサポート
・ 困難な家庭の大学授業料の補助
・ 若者の海外研修



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

1 5 ユース ワ ーク 養成研修＆説明会

ユース ワ ーク 研修事業

地域においてユース ワ ーク の視点で青少年への支
援を行う ユース ワ ーカーを養成する 実践的な講座
を実施し た。

ユース ワ ーカー養成研修と は別に各地区

でユース ワ ーク 説明会（ 勉強会） を開催

し た。 ま た夏の教員研修の一環と し て、

ユース ワ ーク の取り 組みについて教員向

けに研修を実施し ま し た。

【 令和６ 年度の運営について】



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

1 6 阪神尼崎ユース センタ ーHygge

地域連携

2024年8月に、 認定NPO法人Learn ing  for Allが
阪神尼崎地区に新し いユース センタ ーHyggeを開
所し た。

北部と 南部でユース センタ ーができ たこ

と で、 利用者が双方に行き 来する などが

生ま れている 。 今後連携し ながら 、 相乗

効果を生み出し ていき たい。

【 令和６ 年度の運営について】



尼崎市立ユース 交流センタ ーの取り 組み

1 7 今日ご意見いただき たいこ と

・ ユース ワ ーク の推進に向け、

市民団体や学校、 保護者に対し ての働き かけについて

・ 困難を抱えた若者たちの生き にく さ に対し て、

ユース ワ ーク やユース センタ ーができ る こ と


